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LAS-E



　　　　　　環境ニュース（士幌町環境マネジメントシステム）       　     ２８号
～　環境に優しい士幌町を目指して　～
ＬＡＳ－Ｅとは・・・？　　　　　　　　　　　　第２ステージって・・・？
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　～役場で行っている環境マネジメントシステムの内容や取り組みについて紹介します～
　　　　　　　７月４日に平成２５年度士幌町環境マネジメントシステム独自目標監査
　　　　　　　及び平成２６年度独自目標設定委員会が開催されました。
平成２５年度監査結果
○第１ステージ第３ステップ
	独自目標
	LAS-E規格項目別評価

	番号
	内容
	達成状況
	規格番号（部門）
	評価

	D101
	温室効果ｶﾞｽH24比較　１%減
	達成
	１－１２

（エコアクション)
	良好

	D102
	電気使用量H24比較　１%減
	達成
	
	

	D103
	ﾉｰ･ﾏｲｶｰ･ﾃﾞｰ月２回　
	達成
	
	

	D104
	廃棄物排出量H24比較　１％減
	未達成
	
	

	D105
	公用車使用燃料H24比較　２％減
	未達成
	
	

	D106
	水道使用量H24比較　　２％減
	達成
	
	

	D107
	LAS-E関係職員研修　年２回以上
	達成
	１－２３
	

	D108
	各課LAS-E取り組み内容の確認
	達成
	（エコマネジメント）
	良好

	D109
	環境ニュース　年３回以上発行
	達成
	１－３０（エコガバナンス）
	良好


　
○第２ステージ第１ステップ

	D201
	個人住宅用太陽光発電導入助成件数　年10件以上
	達成
	第２ステージ第１ステップ
２－１２
	良好

	D202 
	遊水公園清掃参加人数　1回50人以上
	達成
	
	

	D203
	水辺イベントの開催　年1回以上
	達成
	
	

	D204
	1人1日当たりのゴミの排出量　H17年度対比42％減
	未達成
	
	

	D205
	地産地消を促す場づくりの事業開催　年1回以上
	達成
	
	

	D206
	士幌町環境マネジメントシステム推進本部会議　年2回以上開催
	達成
	
	

	D207
	環境に関する意見交換　年1回以上
	達成
	
	

	○所見○


	平成25年度の独自目標を監査した結果、第1ステージの３部門（エコアクション部門、エコマネジメント部門およびエコガバナンス部門）、第2ステージ第1ステップの取組について「良好」と判断しました。
第1ステージは、エコアクション部門の6項目中4項目が達成されており、昨年度未達であった「温室効果ｶﾞｽH22比較１%減」と「水道使用量H22比較２％減」は、いずれも目標を達成していました。特に温室効果ガスについては、平成25年度は雪が少なかったこともあり、暖房等で消費する重油などの減少等から、大きな削減につながりました。

一方、書庫の文書整理を行ったため、廃棄物の排出が増加し、公用車の燃料消費は、エコカーの導入などが効果的な面もありましたが、業務の増大などで走行距離が増加してしまいました。

文書整理などは、業務上やむを得ない取り扱いではありますが、計画的な整理を実施されるとともに、こうした特殊要因については別途管理するなど、日常の取組の成果が見えるように管理していくことを検討してください。

エコマネジメント部門では、LAS-E関係職員研修と各課の取り組み内容確認が、いずれも計画通り実行されていました。職員研修は生涯学習を兼ねてエコクッキングついて学習しており、食品廃棄物の削減など身近な生活に関わりの深い題材を取り上げました。
エコガバナンス部門では、環境ニュースとして役場だよりの中でLAS-Eに関する情報を継続的に町民に提供していることは評価できます。今後は、より町民が理解しやすい表現・内容にしていくとともに、町民に関わりの深い廃棄物の削減や共通実施項目監査などで高く評価された各職場の取り組みなどを一層積極的に発信することで、町民の関心を高めていくことを期待します。
平成25年度から取り組みを開始した第2ステージ、第1ステップの7項目では、6項目で目標を達成していました。個人住宅用太陽光発電導入助成件数は目標（年10件以上）を大きく上回る15件の実績が上がり、遊水公園清掃参加人数も80人が参加し、目標（50人）を大きく上回りました。

水辺のイベント開催や地産地消を促す取組、士幌町環境マネジメントシステム推進本部会議の定期的な開催、環境に関する意見交換はいずれも目標どおりの実績があがりました。

未達は「1人1日当たりのゴミ排出量　H17年度対比42％減」で、これは循環型社会の構築に重要であるとともに町民の協力が不可欠な取組です。町民への周知徹底などの推進を期待いたします。

なお、今後の取組については、気候の変動が顕著となってきていることや、役場の業務も増加傾向であることなどから、温室効果ガスや廃棄物の削減は中・長期的な目標を設定し、各年度の実績をしっかり管理して取り組んでいくことが望まれます。



	昨年度より第２ステージ第１ステップに全面的に取り組む内容で運用しています。第２ステージでは、地域全体を対象とするものとなり、町の環境政策を推し進めるため、公共施設を利用される住民の皆様にも一層のご理解とご協力をお願いいたします。
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※士幌町環境マネジメントシステムのホームページを公開しております。（http://www.shihoro.jp/env/）
※第１ステージについてはすべて実施率100％でした。      
※実施率(監査項目に対する◎または○の個数の割合)が80％以上なら○、60％～80%なら△、60%未満なら×と評価されます。
	平成26年度　　独　自　目　標



	○第１ステージ第３ステップ
	
	
	
	
	

	　
	基準年度実績
	目標値

	Ｄ１０１
	温室効果ｶﾞｽH25比較　１%減
	3,331
	t-CO2
	3,297
	t-CO2

	Ｄ１０２
	電気使用量H25比較　１%減
	2,669
	Mwh
	2,642
	Mwh

	Ｄ１０３
	ﾉｰ･ﾏｲｶｰ･ﾃﾞｰ　5月～10月間　１人６回　
	100
	％
	100
	％

	Ｄ１０４
	廃棄物排出量H25比較　４％減
	16,798
	kg
	16,126
	kg

	Ｄ１０５
	公用車使用燃料H25比較　２％減
	28,035
	ﾘｯﾄﾙ
	27,474
	ﾘｯﾄﾙ

	Ｄ１０６
	水道使用量H25　1％減
	46,872
	m^3
	46,403
	m^3

	Ｄ１０７
	LAS－E関係職員研修年　２回以上
	2
	　回
	全体研修１
	　回

	
	
	
	
	実行責任者・環境ﾏﾈｰｼﾞｬｰ研修　1
	　回

	Ｄ１０８
	各課LAS-E取組内容の確認
	－
	　回
	月1回
	　回

	Ｄ１０９
	環境ニュース年３回以上発行
	3
	　回
	3回以上
	　回


○第２ステージ第１ステップ

	Ｄ２０１
	個人住宅用太陽光発電導入助成件数　年10件以上
	10
	件

	Ｄ２０２
	遊水公園清掃参加人数　1回50人以上
	50
	人

	Ｄ２０３
	水辺イベントの開催　年1回以上
	1
	回

	Ｄ２０４
	1人1日当たりのゴミ排出量　H17年度対比44％減
	660
	ｇ

	Ｄ２０５
	地産地消を促す場づくりの事業開催　年1回以上
	1
	回

	Ｄ２０６
	士幌町環境マネジメントシステム推進本部会議　年2回以上開催
	2
	回

	Ｄ２０７
	環境に関する意見交換　年1回以上
	1
	回


修学旅行の二酸化炭素排出実質ゼロ！？　カーボンオフセットを学ぶ
９月１１日、排出された二酸化炭素を相殺するカーボン・オフセットに初めて修学旅行で取り組む士幌高校の２年生にカーボン・オフセットの仕組みを理解してもらおうと学習会が開かれました。

講師には、公益財団法人北海道環境財団の谷村公伸環境教育推進課長と北電総合設計エネルギー部エネルギー技術室の篠原伸和室長を招き、地球温暖化の問題や修学旅行の移動で排出される二酸化炭素約２０トンと同数のクレジットをベリオーレと帯広信用金庫とが提供し、相殺する仕組みなどを学びました。

　

第２ステージは町民のみなさんと自治体が協力しなければ達成できない目標が設定されています。





環境配慮や環境政策に取り組むための仕組みを、環境自治体としてふさわしいかどうかチェックするための基準です。





環境対策をしているか？








環境に配慮して行政運営しているか？








町民・事業者との環境政策を実施しているか？








※クレジットとは・・・


再生可能エネルギーの使用やエネルギー効率の良い機器の導入や植林や間伐等の森林管理により実現できた、二酸化炭素の削減・吸収量は、現在運用されている各クレジット制度の中で、第三者機関による検証、認証委員会による認証を経て、市場での取引が可能になります。　　　


このように、市場での取引の対象となった二酸化炭素の削減・吸収量のことをクレジットと呼んでいます。 








※カーボン・オフセットとは・・・


　二酸化炭素の排出量のうち、どうしても削減できない量の全部または一部を他の場所での排出削減・吸収量で埋め合わせすることを言います。








